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概　　要
2016 年夏季に八代海で発生したシャットネラ赤潮によって，養殖ブリを中心に 2010 年以来となる 1 億
円を超える漁業被害が生じた．2016 年は mL レベルでの出現が遅く，9 月に赤潮化する晩期発生型だっ
た．過去に大規模発生した 2009 年や 2010 年には球磨川河口に近い八代海北部海域で高密度化した後，
中部から南部海域へ分布拡大するパターンだったが，2016 年は八代海中部から南部海域で発達して赤
潮化していた．2016 年夏季のシャットネラ赤潮発生過程には，1970 ～ 1980 年代の瀬戸内海東部・播
磨灘におけるシャットネラ赤潮の発生パターンと共通する部分が多く，球磨川からの大規模出水に直接
起因しない新たな発生パターンと考えられた．
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Ⅰ はじめに

　八代海では中部から南部海域を中心にブリやマ
ダイ，トラフグ等の魚類養殖が盛んに行われて
いるが，近年，ラフィド藻の Chattonella 属（以
下，シャットネラ）や渦鞭毛藻の Cochlodinium 

polykrikoides，Karenia mikimotoi などの有害プラン
クトンによる赤潮が頻発し，養殖魚の斃死も報告
されている．特に，2009 年および 2010 年に大
規模発生したシャットネラ赤潮では，養殖ブリを

中心に計 80 億円以上の甚大な漁業被害が生じた
1)．2011 年以降大規模赤潮は発生していなかっ
たが，2016 年 9 月に八代海の中部から南部海域
にかけてシャットネラが高密度化し，2010 年以
来となる1億円を超える漁業被害が報告された 1)．
本研究では，関係機関が連携して実施した調査結
果をもとに，2016 年のシャットネラ赤潮の発生
状況をまとめ，発生要因について検討した（注 1）．

注 1) 本稿の内容の大部分は，別誌に投稿中のため，
結果と考察に関する図および記述を最小限に留めた．
注 1) 本稿の内容の大部分は，別誌に投稿中のため，
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Ⅱ シャットネラ赤潮の発生状況

　八代海では 4 月 26 日に濃縮検鏡で 1 cell/L が
初認されてから散発的に低密度で検出されてい
たが，8 月 22 日に八代海北部大矢野島周辺で 9 
cells/mL 確認された．その後，八代海北部で通
常検鏡により遊泳細胞が確認され始め，9 月 1 ～
2 日には八代海の広範囲で 1 ～ 9 cells/mL が観
測された（図 1）．台風 12 号通過後の 9 月 5 日
以降に八代海中南部の広範囲で数十～数百 cells/
mL まで増加し，天草下島沿岸域で局所的に着
色した（浅海湾では 9 月 13 日に最高細胞密度
16,150 cells/mL に達した．）．9 月 15 日以降は
全域で減少に転じ，9 月 20 日過ぎに終息した．
　2016 年は mL レベルでの出現が遅く，赤潮も
晩期発生型であった．図 2 に 2009 年，2010 年
および 2016 年の日照時間（7 日間移動平均値）
と球磨川流量の時間変化およびシャットネラ赤潮

図 1　シャットネラ細胞密度推移．同じ観測点で複数回あるいは複数層で採水された場合は最高細胞
密度を表示している．データ出典：九州海域赤潮・貧酸素共同研究機関 2)

図 2　2009 年，2010 年および 2016 年における
日照時間（八代；7 日間移動平均値）と球磨川流
量（横石；日平均流量）の時間変化およびシャッ
トネラ赤潮（漁業被害有り）の発生期間．デー
タ出典：水産庁九州漁業調整事務所 1)，気象庁 3)，
国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所 4)
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発生期間を示す．2009 年と 2010 年は日照時間
が短く，球磨川流量の大きい梅雨期間中の 7 月
中旬および 6 月下旬に発生していたのに対して，
2016 年は両年よりも 1 ヶ月以上遅い 8 月下旬に
発生し，9 月中旬まで継続していた．
　八代海で初めてシャットネラ赤潮が確認された
1988 年から 2016 年までの赤潮発生年 19 年間の
うち，9 月中旬以降の発生例は 1988 年，2003 年，
2009 年，2015 年に続く 5 例目となった．また，
2009 年や 2010 年には，球磨川河口に近い八代
海北部海域で河川由来の栄養塩を利用して高密度
化した後，淡水流入に起因する密度流や北風によ
る吹送流で中部から南部海域へ分布が拡大したが
5)，2016 年の場合は中部から南部海域で細胞密度
が増加して赤潮化した．鉛直分布をみると，特に
南部海域において細胞集積層は明瞭でない場合が
多く，比較的深い 10 ～ 15 m 層まで数十 cells/

図 3　2016 年夏季に発生したシャットネラ赤潮の模式図

mL 以上となっていたことも 2016 年の発生の特
徴である．

Ⅲ シャットネラ赤潮の発生要因

シャットネラ赤潮の発生に関与した要因として
（図 3），
① 急激に高密度化した 9 月上中旬に，八代海の

広範囲で水温 25 ～ 29℃，塩分 30 ～ 34 と
シャットネラの増殖に好適であったこと，

② シャットネラ赤潮発生前後である 8 月下旬か
ら 9 月中旬にかけて競合種である珪藻類が比
較的低密度であったこと，

③ 高密度化する直前の 8 月末から 9 月上旬にか
けて海面冷却・強風・大潮による鉛直混合や
外洋水進入によって栄養塩が供給され，表層
の DIN および DIP 濃度がシャットネラ増殖
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の半飽和定数を上回ったこと，
④ 鉛直混合後，高密度化した中南部海域では，

高日照に起因する海面加熱と小潮の同期に
よって成層化するとともに，日中の平均光強
度が深い層（15 m 深）でもシャットネラの
増殖に必要な最低光量以上であったこと，

などが考えられた．
　以上の発生過程については，1970 ～ 1980 年
代の瀬戸内海東部・播磨灘におけるシャットネ
ラ赤潮の発生パターン 6) と共通する部分が多く，
2009 年や 2010 年の八代海で大規模化の要因と
なった球磨川からの大規模出水に直接起因しな
い新たな発生パターンと考えられた．
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